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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
ル
と
栄
西
禅
師 

東
京
五
輪
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
ま
し
た
が
、

こ
ん
な
話
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
陸

上
女
子
や
り
投
げ
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
マ
リ
ア
・
レ
イ
チ
ェ
ク
選
手
の
お
話
で
す
。 

彼
女
は
五
輪
の
銀
メ
ダ
ル
を
何
と
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
出
品
し
、
重
度
の
心
臓
病
を
持
つ
生
後
八
か
月

の
男
の
子
に
寄
付
し
た
の
で
す
。
そ
の
銀
メ
ダ
ル
の

落
札
価
格
は
日
本
円
に
し
て
約
五
百
六
十
万
円
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
男
の
子
の
米
国
で
の
手
術
費
用
が

四
千
二
百
万
円
ほ
ど
か
か
る
と
い
う
事
で
し
た
が

そ
の
後
七
割
ま
で
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。 

彼
女
は
以
前
、
骨
肉
腫
を
発
病
し
闘
病
生
活
を
送

っ
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
メ
ダ
ル
の
本
当
の
価
値
は
私
の
心
の
中
に
あ
り

ま
す
。
メ
ダ
ル
は
単
な
る
モ
ノ
で
す
が
、
そ
れ
が
誰

か
の
大
き
な
助
け
に
な
り
ま
す
。
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の

中
で
埃
を
か
ぶ
っ
て
い
る
の
で
な
く
、
誰
か
の
命
を

救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
だ
か
ら
私
は
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
出
品
し
た
の
で
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

臨
済
宗
の
開
祖
栄
西
禅
師
の
逸
話
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
、
源
頼
朝
の
願
い
を
受
け
、
今 

 で
も
京
都
五
山
と
し
て
有
名
な
建
仁
寺
に
住
職
し

て
い
た
頃
の
話
で
す
。 

あ
る
日
、
建
仁
寺
に
妻
子
を
抱
え
、
今
に
も
餓
死

せ
ん
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
男
が
や
っ
て
き
て
禅
師

に
救
い
を
求
め
ま
し
た
。
禅
師
は
薬
師
如
来
の
仏
像

の
光
背
を
作
る
た
め
に
と
っ
て
お
い
た
銅
板
の
一

部
を
男
に
差
し
上
げ
た
の
で
す
。 

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
弟
子
た
ち
は
『
仏

物
己
用
の
罪
』（
仏
に
供
養
し
た
も
の
を
他
に
流
用 

す
れ
ば
盗
み
を
犯
し
た
罪
と
同
罪
の
意
味
）
に
な
る

と
非
難
し
ま
し
た
。
禅
師
は
弟
子
た
ち
の
言
葉
は 

正
し
い
と
認
め
た
上
で
「
仏
様
の
御
心
を
考
え
て
み

る
と
、
目
の
前
で
餓
死
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
が
い

た
ら
、
わ
が
身
を
割
い
て
で
も
救
い
を
施
す
で
あ
ろ

う
。
そ
う
な
る
と
、
私
の
行
い
は
仏
の
心
に
叶
う
だ

ろ
う
。
も
し
私
が
『
仏
物
己
用
の
罪
』
で
罰
せ
ら
れ

る
な
ら
や
む
を
え
な
い
。
そ
う
な
っ
て
も
、
目
の
前

で
苦
し
む
衆
生
を
救
い
た
い
と
思
う｣

と
言
わ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
話
を
道
元
禅
師
が
建
仁
寺
に
お
ら
れ
た
若
き

頃
お
聞
き
に
な
り
、
弟
子
の
壊
奘
禅
師
著
『
正
法
眼

蔵
随
聞
記
』
の
中
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

時
も
場
所
も
状
況
も
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
人
の

施
し
の
心
は
内
外
関
係
な
く
同
じ
で
あ
り
、
素
晴
ら

し
い
話
だ
と
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 

三
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大
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正
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合
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秋季彼岸号 

 

 

4男泰斗 大本山總持寺に上山 

木版を鳴らし到着の合図をします（左） 対応してもらえるまでただただ立って待ちます（右） 

上山すると 100日間は一切の外部との接触が断たれます。手紙も電話も使えません。 
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時
節
柄
日
程
の
変
更
は
ご
容
赦
下
さ
い 

 

【
檀
信
徒
行
事
】 

九
月 

○
芹
沢
家
ご
法
事 

 
 
 
 
  

4
日 

○
道
了
講 

 
 
 
 
 

7
日 

○
阿
部
家
・
渡
辺
家
ご
法
事 

 

9
日 

○
大
嶽
家
ご
法
事 

 
 

15
日 

○
涌
井
家
ご
法
事 

 
 

18
日 

○
檀
信
徒
・
ペ
ッ
ト
彼
岸
供
養 
20
日 

○
地
蔵
講 

￥ 
 

21
日 

○
飯
田
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

22
日 

○
中
村
家
ご
法
事 

 
 

26
日 

十
月 

○
鈴
木
家
・
長
島
家
ご
法
事 

 

2
日 

○
印
章
供
養
祭 

 
 

3
日 

○
横
山
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

9
日 

○
清
水
家
・
田
中
家
ご
法
事 

10
日 

○
地
蔵
講 

19
日 

○
秋
山
家
ご
法
事 

24
日 

              

  

十
一
月 

○
道
了
講 

 
 

 

2
日 

○
斉
藤
家
・
渡
辺
家
ご
法
事 

 

3
日 

○
長
嶋
家
ご
法
事 

 
 

13
日 

○
井
上
家
ご
法
事 

 
 

14
日 

○
酒
井
家
ご
法
事 

 
 

20
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

11
月
席 
 

 

23
日 

○
地
蔵
講 

 
 
 
 
 

 
 

17
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

 

○
土
曜
写
経
会 

読
経
・
法
話
・
写
経 

6
時 

○
日
曜
坐
禅 

 

坐
禅
・
提
唱
・
喫
茶 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

10
時 

○
御
詠
歌 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

休
講 

  
                

  

【
住
職･

寺
族
】 

○
大
慈
悲
院
結
制 

 
 

10
月
17
日 

○
楞
厳
院
大
般
若 

 
 

 
 

23
日 

○
秀
源
寺
本
葬 

 
 

 

11
月
9
・
10
日 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

毎
朝 

 
 

7
時
30
分 

□
９
月
中
旬
、
三
明
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
ま
す
。 

 

【
後
記
】 

と
う
と
う
静
岡
県
に
も
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
ま
で
は
参
列
さ
れ
る
方
の
人
数
調

整
等
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
解
除
の
見
通
し

も
つ
け
な
い
昨
今
な
の
で
、
秋
彼
岸
の
供
養
は
別
紙
ご
案

内
の
通
り
ご
参
列
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
S
） 

 
 

オ
リ
・
パ
ラ
選
手
の
姿
を
拝
見
し
て
い
る
と
、
そ
の
場

の
成
績
よ
り
も
そ
こ
に
到
る
ま
で
の
姿
や
環
境
に
感
心

し
ま
す
。
特
に
親
御
さ
ん
の
関
わ
り
方
に
自
ら
を
省
み
て

し
ま
い
ま
し
た
。（
H
）

令
和
三
年
九
月
一
日 

第
八
十
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

愛
鷹
山 

三
明
寺 

編 

集 
 
 

大 
 

嶽 
 

正 
 

泰 

住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
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２
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Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
５
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９
２
９
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２
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Ｕ
Ｒ
Ｌ  http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル  info@sanmyouji.com
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 新盆供養 7/11  ペット盆供養 7/11  お盆の供養 7/12.13.14  8/13.14 

入場制限をさせていただきましたが、ご協力ありがとうございました 

お盆のお棚経を寺でも開催 ペットも大切な家族です 

密接を避けるため外廊下での参列にご協力いただきました 

新盆は浄土から故人の初めての里帰りです 

川 勝 知 事 来 山   
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  梅花講による御詠歌  

例年は近隣の僧侶にお手伝いいただきますが、弟子が 3人で行いました 

 

  屋外での祭典行事は中止としましたが、本堂内で総会と施食会先祖供養をおこないました 

檀信徒総会と地蔵盆施食会 7/4   

護持会会計報告 

 


